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On the Butterflies from the Amami-Gunto (3 ) 


By AKITO KAWAZOE 


6. 奄美 大 島 産 蝶 類 目録 

197 FRAR 4 回 に わた っ て 行っ た 採集 調査 の うち , 奄美 大 島 の 蝶 類 に つい て の 結果 を 目録 と し て 報告 する . 
同居 の 蝶 類 目録 は 戦前 より 左 々 発表 きれ て いる (1928 & 1933 : 岡島 銀 次 , 1943 : ÆR, 1937 : 梅野 明 , 
1954 & 1955 : 森田 忠義 ) が , と の 地域 の 蝶 相 を 十分 に 尽く すこ と は 容易 で な い . それ と いう の も , ARCORE 
な 土着 種 以外 に より 南方 の 諸 地 域 か ら 飛 来 の 上 その 年 内 に 発生 を 行う 種類 が 比較 的 多く , か つ 年 に よっ て その 状 
況 が 異 る か ら で , 更に 島内 の 交通 不便 や ハブ の 危険 等 が 調査 を 困難 な らし め て いる と と も る 大き な 原 因 と 考え られ 
る . 従っ て 同 詞 産 の 蝶 の 種類 は 今後 な お 新しく 追加 され る も の の ある と と が 予想 され る の で , 引続き 調査 の 進展 
が 期待 きれ る の で ある . 大 世 の 蝶 に 関し て は 従前 か ら 大 鳥 高校 教諭 森田 忠義 ・ 電 渡 中 学校 教諭 入 保 邦 照 の 二 氏 が 
地元 に あっ て 研究 を 進め て お られ , 分 布 相 や 生態 等 の 分 野 に 着 々 と 成果 を 挙げ て お られ る . 筆者 の 調査 も 両氏 の 
件 教示 た 負う 所 が 少く な く , と ゝ に 心から の 謝意 を 表す る と と も に , その 御 努 力 と 御 功 績 と に 対し 深い 敬意 を 控 
げた い . 
目録 作成 に 当っ て は 原則 と し て 筆者 の 採集 品 に た も と ず き , また 未 採集 で あっ て も 度々 目撃 し て いる 若干 の 種 
つい て は 他 確 天 な 採集 記録 の 存する 限り 筆者 の 観察 を 記し て 加え る 
こと と し た . な お , 採集 記録 は 特に 必要 の な い 限 り 1 地区 に つき 1 例 
を あげ る に と ゞ め た . 

List of the Butterflies from Amami-Ohshima 
HESPERIIDAE 

1. Chaospes benjaminii japonica MURRAY 1875 アオ バ セ セ リ 
Yuwan, 15-VII-1957, 1619 ; Taken, 12-VIII-1958,1819 ; 
Tõjyö, 25-III-1959, 18 ; Nishinakama, 1-IV-1959, 29 ; 

Asado, 30-III-1959, 18. 

山地 , 山麓 に 少く な い . 食 草 は リウ キ ウ ア ワ ブ キ と 思わ れる . 
2. Hasora chromus inermis ELWES et EDWARDS 1897 

オキ ナ ワ ビ ロ ウ ド セ セ リ 

Gusuku, 25-III-1959, 19 ; Kominato, 2-IV-1959, eggs & larvae. 
KA DIRIGE EA LD DIRE SNEODURG CH A. 
上 記 の ほか 湯 湾 及び 湯 湾 岳山 中 (海抜 高度 約 500m) で も 目撃 し て い 
る . 海岸 近く の 処 々 た 自生 する クロ ヨナ か ら は 例外 な く 発 生 が 行わ れ 
て いる よう で , 分 布 も 更に 広い も の と 考え る . 
3. Badamia exclamationis FABRICIUS 1775 タイ ワン アオ バ セ セ リ 
Yuwandake, 31-VII-1959, 18. 

琉球 列島 に お ける 確実 な 産地 と し て は 従来 石垣 島 の み が 知 られ て い ー ュ 
た も の で , 大 島 か ら は 新 記 録 で ある . 採集 地 は 宇検 村 湯 湾 か ら 大 和 村 Fig. 16~18 Hasora chromus inermis 
福元 に 至る ほ ゞ 中 間 の , 湯 湾 岳 東 中 腹 (海抜 高度 490m) の 原生 林地 PLWES et EDWARDS, mature larva 
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帯 で , 午前 10 時 頃 (RER) WEE LICARK Lic b OUT 





えた . 同時 に 他 に も 黒褐色 大 罰 の セセリ チョ ヨウ を 左 々 目 : 
WE LCDS, 本 採集 品 以外 遂に 得る と と が で き な か っ た ・ 
(附近 の シマ ノリ ウツ ギ の 共に は オキ ナ ワ ビ ロ ウ ド セ セ y 


) が 吸 蜜 に 来 て いた の で , と これ ら の 大 型 セ セリ チョ ヨウ が 
果して 本 種 で あっ た か 耕 か は 疑問 で ある ). 採集 品 は 写 








B 
sy WH 1) Aa SHS RETER 6 
真 に 見 られ る 通り 右 後期 後 角 部 が 若 十 欠損 し て いた ・ Fig. 21 The terminal segments of pupae of 
4. Parnara guttata BREMER et GREY 1853 two species of Parnara, lateral and 
イチ モン ジ セ セリ dorsal aspect. 
Yuwan, 15-VIII-1957, 1 9 : Koniya, 13-VIII-1958, A P. guttata BREMER et GRAY 


B P. naso bada MOORE 
13 ; Ashiken, 28-III-1959, 16. 


個体 数 は 余り 多く な い . 

5. Parnara naso bada Moore 1878 タイ ワン ハナ セセリ 

Nase, 22-VII-1959, 13; Tojyo, 23-VII-1959, 28; Taken, 28-VII-1959, 8899;Koniya, 4-VIII-1959, 4819. 
木 種 が 新しく 大 島 か ら 記録 され た の は 名 瀬 産 の 1 86 に よる も の で ある が , FRAKLV OSE SF MG AMO K 
田地 帯 に お ける 最も 普通 の セセリ チョ ウ の よう で ある . 筆者 は 1958 年 7 月 に 沖 氷 良 部 島 よ り 得 た ほか 徳之 島 産 の 
標本 も 所 蔵 し て いる . 大 島 で は 水田 地帯 の 林 縁 ・ 部 落 内 外 等 に 多数 の 個体 が 見 られ , 山地 で は 数 が 少 い . 卵 は 汚 
緑 神 色 で イネ の 根元 に 産 付 され る . 幼虫 は 前 種 に 比 し 若干 小型 で ある こと を 除け ば 形態 ・ 墓 紋 共 に 極め て よく 似 
て いる . 詳細 は 別に 記載 する が , 概略 を 述べ れ ば , 老 熟 幼虫 の 体長 25mm, 淡 緑色 で , 全面 に 無色 短 柱状 の 刺 毛 
を 分 布 し, その た め 一 見 し て 白粉 を 装 お っ た 如く で ある が , 前 種 ほ ど 白 っ ぽく は 見 えな い . 育 線 は 前 種 ほ ど に は 
目立た ず , また 背面 の 東毛 も 特に 他 よ り 目 立つ こと は な い . 頭 部 の 斑紋 も 前 種 に 似 て いる . 幼虫 は 中 令 以 降 イ ネ 
の 数 葉 を つぶ ゞ り 合 わせ て 巣 を 作り , 遇 化 の 際 に は その 中 に 前 種 よ り 一 層 強 観 な 紡 垂 形 の 白い マユ を 作る . 遇 は 乳 
白色 , その 形態 も 前 種 に 酷似 する が , 腹 端 節 は 前 種 よ り 小 さく , そ と に 生ずる 刺 毛 の 大 き さ 及 び 分 布 の 様相 も 異 
2. 体 表 の 刺 毛 も 前 種 よ り 疎 で , その 長 さも 前 種 の 約 世 長 , 前 玩 部 の 皮膚 面 に 生ずる し わ も は る か に 弱い . 以上 
の 特色 か ら , ルー ペ を 用 いれ ば 両者 を 容易 に 区 別 し う る . 里 期 は 僅か に 4 日 (8 月 ) で , 生育 期間 の 極め て 短い 
こと が 察 せ られ , 1 年 を 通じ て 数 回 の 世代 を くり 返す も の と 思わ れる . RRA RECLUS >) CAR OMIT 
生ずる 黄 褐 毛 ・ 縁 毛 ・ 裏 面 地 色 等 は 一 層 暗 色 , 後 凌 の 斑紋 は 小さ く , 円 形 の 1 一 4 esi し て 並び , 裏面 で は 
この 白 紋 が 往々 退化 し て 黒い か げ り を 残す の み と な る . 前 超 中 室内 に は 通常 白 紋 を あら わ さ な い . 以上 の 諸点 か 
ら 前 種 と は 容易 に 区 別 し う る . 
6. Pelopidas mathias oberthiiri EVANS 1937 チャ バネ セセリ 

Nase, 11-VIII-1957, 1 8 ; Yamma, 11-VIII-1957, 1829 ; Asado, 24-III-1959, 28 ; Yuwan, 29-VII-1959, 
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263 2 ; Gusuku, 1-IV-1959, 1 9 ; 
Kominato, 8-VIJI-1959, 19. 

山地 山麓 に 多い 普通 種 で ある . 
7. Notocrypta curvifascia C. et R. 

FELDER 1862 クロ セセリ 
Takabachiyama, 11-VIII-1957, 281 
@ ; Asado, 24-III-1959, 2 ; San- 
taro-Toge, 1-IV-1959, 18 ; Taken, 
27-III-1959, 2829 ; Yuwandake, 16- 
VIII-1957, 33. 

山地 人 分布 し , 主として 林内 に 棲息 す 
る . 特に 陰湿 な 渓谷 地 和 帯 に 多い . 棲息 地 
に は 必ず アオ ノ ク マ タケ ラン が 見 られ , 
幼虫 員 共 に 容易 に 発見 し うる . 
8. Udaspes folus CRAMER 1775 オオ 

シロ モン セセリ 

Nase, 22-VII-1959, 2829 ; Asado, 
30-IIJ-1959, 1829 ; Yuwan, 11-VIII-1958, 264¢ ; Nishinakama, 1-IV-1959, 2839 ; Shinmura, 7-VIII- 
1958, 23. 

山麓 の 明る か い 林 縁 に 最も 普通 に 見 られ る も の で , MOMMA GRAIL hs TIRE CHS. 食 草 と し て 
は ゲ ツ トウ を 最も 好み , これ に 隣接 し て 生ずる 他 の Alpinia 属 各 種 (アオ ノ タ ケシ マラ ン , タケ シマ ラン , ハナ 
ミョウガ 等 ) か ら も 卵 や 幼虫 が 見 出 だ さ れる . 3 月 中 旬 以 降 に 羽化 する 第 1 化成 虫 は それ 以降 の も の と 色 斑 を や 
や 異 に し , 季節 的 な 型 を 区 別 し う る . 春 型 は 夏 型 に 比 し 次 の 如き 相 異 点 が ある . 

前 次 表 : 次 頂部 に 明か る い 樽 色 鱗 が 発達 , 一 見 淡色 区 を 形成 する が , これ は 算 型 に は 全く 認め られ な い . 
RAR : 第 7 室 中 央 の 白色 紋 が 全く 消失 する . 夏 型 に あっ て は と の 白 紋 は 一 般 に よく 発達 する が , 稀 と 退化 し 
た も の で も を 春 型 の よう に 全く 消 を て し まう こと は な い . また 中 室外 後方 の 黒 紋 が 春 型 で は 大 きく な り , その た め 
夏 型 で は 後 次 裏面 の 大 半 を 占め る 白色 部 
が 錯 状 の 斑紋 と な る . [ARC COA AB 
の 後半 (第 2 一 4 室 の 部 分 ) に は 朱 紅 人 色 
鱗 を 密 に 混 じ , 白斑 外側 , 後 起 後 縁 の 幅 
広い 黒褐色 部 の 色調 は いち じ る し く 灰 色 
ZEPOA. 

PAPILIONIDAE 























Fig. 22 Parnara naso bada Moore, 6 Fig. 23 ditto, 
underside Fig. 24 ditto, @ Fig. 25 ditto, underside 
































9. Byasa alcinous loochooana ROTH- 
SCHILD 1895 ジャ ヤ コ ウ アゲ ハ 
Nase, 10-VIII-1957, 1 8 ; Yuwandake, 
15-VIII-1957。 33192 ; Asado, 30- 
HI-1959, 19 ; Santaro-Toge, 1-IV- 
1959, 1812. 
Hoa i l - 主として 山地 に 分 布 す る 普通 種 . 内 地 
Fig. 26 Udaspes folus CRAMER, ? (spring brood) aa ae 
Fig. 27 ditto, underside Fig. 28 ditto, 3 (summer HED SOIC LR X3 Wei FORK 
brood) Fig. 29 ditto, underside が ある . (1) PWHOmW eM d OME. 
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(2) 季 節 に よる 大 き さ の 変化 は ほ 
と ん ど な く , 春 ・ 夏 両 型 共 前 政 
E 45~55mm. (3) 春 型 に お ける 
BIA BO MW h - BA L 
く , また 夏 型 の 尾 状 突 起 は さ ほ 
ど 長 大 と な ら な い . (ARAIN 
の 紅色 斑 は 鮮明 で , 体 下 面 の 紅 
色 毛 は 一 層 よ くく 発 達する . 





Fig. 30 Byasa alcinous loochooana ROTHSCHILD, @ (summer 
brood) Fig. 31 ditto, (spring brood) 


10. Graphium sarpedon nipponum FRUHSTORFER 1893 アオ スジ アゲ ハ 

Taken, 26-III-1959, 19 

大 島 の みな ら ず 群島 全域 の 最 普通 種 . 

11. Graphium doson albidum WILEMAN 1903 ミカ ドア ゲハ 

筆者 の 未 採集 種 の 1 で ある が , 出現 期 に は 決し て 稀 な も の で な く , 地域 に よっ て は 前 種 よ り も 多い 所 が ある . 
3 月 末 に お ける 住 用 村 域 な ど は その 好例 で ある . 島内 ほとん ど 全 域 と 分 布 す る よう で , GR eee OD + BAT 
・ 浴 湾 ・ 東 城 ・ 川 内 ・ 由 仲間 等 で 春季 に 目撃 し て いる . 食 草 は 恐らく タイ ワン オガ タマ ノ キ で あろ う . 

12. Papilio xuthus LINNE 1767 アゲ ハ 

Nase, 10-VIII-1957, 1 8 ; Taken, 26-III-1959, 18. 

他 の アゲ ハ 類 に 比 し 個体 数 は や ゝ 少 い よう で ある . 春 型 は 内 地産 と 同様 小型 , SO CORP 50mm 内 外 で か 
な り 小 さい . 

13. Papilio protenor demetrius CRAMER 1782 クロ アゲ ハ 

Yuwan, 15-VIII-1957, 19 ; Nase, 11-VIII-1957, 13 ; Kawauchi, 25-IJI-1959, 19 ; Taken, 28-III-1959, 

138 ; Asado, 24-III-1959, 1 . 

山地 ・ 平 地 を 通じ て 少く な い . ABER Hh L TRARIA 5 ALEK HAO RED LY. 

14. Papilio memnon pryeri ROTHSCHILD 1895 ナガ サキ アゲ ハ 

Nase, 12- VIII-1957, 1 8 ; Ishara, 11-VIII-1958, 19 ; Kawauchi, 16-VIlI-1958, 181% ; Asado, 24-III-1959, 

1 9 ; Taken, 28-III-1959, 18 ; Yuwan, 28-III-1959, 1419. 

(EZ LDIPAD KR E CRE L Te OSE HH + LAU CR Cie <, 殊 と 部落 内 の 林 緑 に は 個体 数 が 多い . 
FUN EVE IC LG L PRO (GB Kk < REL, BI CHMILB I~ 4 室 まで , AATRES EETA, また 夏 型 
CUHLATMOR BROWER ALAE L, 後半 で は 第 7 室 ま で が 白化 する . CORMRIC HiT 4H RR 
発達 が 弱い . 大 き さ は 卒 節 に より か な り 変 化し , 殊 に @ で いち じ る し く , AM CHAE 60mm に 及ば な い の に 対 
LE crt 80mm に 達する . 

15. Papilio helenus nicconicolens BUTLER 1881 モン キア ゲハ 

Nase, 12-VIII-1957, 36 ; Taken, 12-VIII-1958, 3822 ; Tojyo, 16-VIII-1958, 1612 ; Yuwan, 29-VII- 

1959, 19. 

平地 ・ 山 地 を 通じ て 最も 個体 数 の 多い アゲ ハ で , 春 3 月 より 出現 する . PEO dS OCHE L MMM OR GM 
DL OWMEC, 8 で は と の 部 に 生ずる ビロード 様 徴 毛 に 白色 毛 を 混 じ て 一 見 淡 黄 色 常 を あら わし , $ で は この 部 
に 分 布 す る 黄 褐 鱗 が は る か に 長大 か つ 一 層 密 に 生じ て 明瞭 な 褐色 帯 を 形成 し て いる . 後期 異 面 外縁 に そう 赤色 紋 
























































NII-Electronic Library Service 


The Lepidopterological Society of Japan 


1959) TYÖ TO GA ( 56 ) 
~ 
欠 も 発達 が よい . MARE 7 ZER LOLOBMAOB 8 室内 に 小 黄 白 紋 を あら わす も の が あり , KHMLOS 
徳之 島 産 の も の 出現 率 が 高い . 季節 に よる 大 き さ の 変化 は 少く , 内 地産 に 比 し て も 決し て 小さ く は な い が , 
臭 型 に は 極め て 小型 の 個体 が 混 じ て お り , 中 間 的 な 大 き さ と も の を 未だ 得 て い な い . COB) A th HELICES 
れ , HE ley CUR DANAE OD AEA bite. 手もと に ある 計 28 頭 の 大 島 ・ 徳 之 島 産 標本 前期 長 を 示す と 次 の 通 

















ES ay Zi 型 la] Ely g 


8 | 2 ô | Q 8 2 











奄美 大 島 産 | 58 一 67 | 6 ~69 | 62 ~ 69 | 69 一 76 | 43~45 51 一 52 
大 阪 府 産 ( 半 均 ) 62 64 63 | 71 = cs 














り で ある . CHB AW EDM Te SRIRO MUI Ko THUR OOD, 或いは 遺伝 的 な ーー つの 型 で ある か は 不明 
で ある が , 一 般 に 木 種 が 南方 地域 産 ほど 小 虹 化す る 傾向 の ある こと , 台湾 産 の 本 種 が 狐 と 小型 で も る こと な ど 俳 
せ 考 える と 甚だ 興味 深い . 春 型 に も か ゝ る 艇 小 型 が ある か も 知れ な い が , 筆者 は 未だ 得 て い な い . 

16. Papilio bianor dehaanii C. et R. FELDER 1864 カラ ス ア ゲハ 

Kawauchi, 25-JII-1959, 18 ; Taken, 27-III-1959, 53 : Yuwan, 31-VII-1959, 5329. 

主として 山地 分 布 し , 少く な い . AEC HE LRWUIMRORL 4 BEDS kl FEEL, BM siete CHMRICE 
で 弱く あら われ る も の が 少く な く , ゃ CHMWRICKMOWEME UCHR IC あら われ る . OHIO, Wo 
色 淀 に 対応 する 表面 の 部 分 に は 白色 鱗 が 発達 し て 幅広 く 淡 色 と な り , る 8 前 頑 表 の ビ ロ ウ ド 状 性 標 は 春 型 応 お いて 
組 く , し ば し ば 各 翔 脈 毎 に 互い に 分 離す る . HR AMY 50mm, Wl 58~62mm, 食 草 は ハマ セン ダン らし い 、. 

PIERIDAE 
17. Eurema hecabe mandarina de VORzA 1869 キチ ヨウ 

Nase, 10-VIII-1957, 18 ; Yuwan, 11-VIII-1958, 18. 
普通 種 な が ら 時 季 や 年 度 に よっ て 発生 に か な り の 変動 が ある . 盛夏 の も の で も 前 閉 緑 黒色 部 が 第 1b 室 及び 第 4 
窓 で 内 側 に あま り 深 く 入 り 込 まず , 従っ て 黒 縁 の 幅 は や ゝ 細い 感じ が する . 

18. Colias erate poliographus MoTscHULSkY 1860 モン キチ ョ ウ 

Koniya, 13-VIJI-1958, 18 大島 で は むし ろ 稀 種 に 属す る . 

19. Hebomoia glaucippe liukiuensis FRUHSTORFER 1898 ツマ ベニ チョ ヨウ 

Nase, 10-VIII-1957, 28 ; Kawauchi, 16-VIII-1958, 28 : Gusuku, 1-IV-1959, 18 ; Yuwan, 11-VIII--1958, 
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全般 的 に 見 て 大 人 司 で は 必ず し も ゃ 個体 数 が 多い と 言え な いよ う で ある が , 所 に よっ て は か な り 多 産 す る . 分 布 は 
普遍 的 で 山地 ・ 平 地 を と わな い が , 渓谷 ・ 樹 林 ・ 部 落 内 等 に 比較 的 多い . 

20. Pieris rapae crucivora BOISDUVAL 1836 モン シロ チョ ウ 
Nase, 28-III-1959, 3819 ; Yuwan, 11-VIII-1958, 1819. 畑 即 に 普通 で ある . 
LYCAENIDAE 
21. Arhopala japonica MURRAY 1875 ムラ サキ シジミ 

Nase, 10- VIII-1957, 1819 ; Yuwan, 29-VII-1959, 13. 

島内 最 普通 種 で , PICNICS. 班 島 中 で は 他 た 徳之 島 に 産 する が 個体 数 け 少 い ょ う で ある . 
22. Deudorix eryx okinawana MATSUMURA 1919 イワ カワ シジミ 

Asado, 24-III-1959, 1319 ; Kawauchi, 23-VII-1959, 19. 

上 記 の ほか 湯 湾 ・ 田 検 ・ 東 仲間 ・ 名 瀬 の 各地 で 目撃 し て いる . 大 和 村 で も と れ て お り , 分 布 は 広い も の と 思わ 
れる . あま り 深く な い 渓 睡 と 産 し , 午前 中 や 天候 の 不良 時 に は 不 活 洪 で ある が 日 中 は すこ ぶる 活 溢 で , 枝 先 を か 
FH CORRES RMIT LO, また オオ シマ ウツ ギ RE) や シマ ノリ ウツ ギ (BB) な どの 花 も くる . 食 草 ク 
チ ナ シ RE) は 烏 内 至る 所 に 極め て 多く 自生 し て いる . 
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Fig. 32 Deudorix eryx okinawana MATSUMURA, 6 (spring brood) Fig. 33 ditto, 
underside Fig. 34 ditto, @ (spring brood) Fig. 35 ditto, underside Fig. 36 ditto, 
Q (summer brood) Fig. 37 ditto, underside 


AA SRW 2 2 一 5 EIPRE, KIC HEL ERRAR REAC bbh, AU? TRAA 
緑 か ら 第 6 一 7 室 に か け て の 外 半 が 広く 白色 と な る ほか 前 起 第 1b 一 4 RCAL, EC RI PBA IC b AH 
な が ら 白 色 鱗 を 生ずる . これ に 対し 夏 型 で は ? 後 次 内 縁 部 か ら 第 5 室 ま で の 亜 外縁 に 白色 部 を 生ずる に すぎ な い . 
23. Lampides boeticus LINNE 1767 ウラ ナミ ンジ ミ 

Nase, 24-III-1959, 1629 ; Tojyo, 23-VII-1959, 1619. 

春季 の 採集 品 も 斑紋 は 夏季 の も の と 変 ち な い . 平地 ・ 低 山地 の 草原 ・ 畑 地 に 普通 で ある . 

24. Euchrysops cnejus FABRICIUS 1798 オジ ロ シ ジ ミ 

Nase, 13-VIII-1957, 18 ; Yuwan, 15-VIII-1957, 19 ; Taken, 12-VIII-1958, 7869 ; Kawauchi, 16-VIIT- 

1958, 19 ; Kominato, 8-VIII-1959, 28. 

全島 分 布 し , 盛夏 を すぎ る 頃 か ら 個 体 数 を 急増 する . 夕刻 や 食 草 近辺 で は か な り 不 活 溢 で , 飛翔 の 模様 は ウ 
ラナ ミ シ ジ ミ と 若干 差異 が あっ て , な れれ ば ほとん ど 区 別 し う る . 

25. Nacaduba kurava septentrionalis SHIROZU, 1953 アマ ミウ ラナ ミ シ ジ ミ 

Nase, 8-VIII-1957, 3 9 ; Yuwan, 15-VIII-1957, 3685 ; Kawauchi, 16-VIIJ-1958, 4 さる 13 ; Asado, 30-III- 

1959, 2 ぉ 1 ; Kominato, 22-VII-1959, 2 9 ; Shinmura, 26-III-1959, 18. 

林間 の 最 普通 種 で , 殊 に 夏 李 に は 個体 数 が すこ ぶる 多い . 














Figs. 38-42 Zizeeria maha okinawana MATSUMURA (summer brood) 38, 39: 6, 
two extreme types of the outer margin 40:68 underside 41:9 42: from 
Yoron Is. Figs. 43-46 ditto (spring brood) 43: 8 44:6, underside 45:9 46: 
9 underside Figs. 47-54 Zizina otis riukiuensis MATSUMURA 47: 6 (spring 
brood) 48: ditto, underside 49: $ (spring brood) 50:ditto, underside 51: 6 
(summer brood) 52:ditto, underside 53:9 (summer brood) 54: ditto, underside 
Fig. 55 Celastrina puspa umenonis MATSUMURA, 6 underside 
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26. Zizeerta maha okinawana MATSUMURA 1929 ヤマ トシ ジミ 

Asani, 8-VIIJ-1958, 188192 ; Yuwan, 11-VIII-1958, 1829 ; Asado, 24-III-1959, 10839 ; Kawauchi, 25- 

III-1959, 33. 

大 島 産 の 本 種 は 徳之 島 以 南 の も の と 若干 の 差異 が ある よう で , 内 地産 の subsp. argia と は か な り 顕 著 に 相 異 す 
5. 
: 夏 型 8 : MREMOMRALICES, 内 地 の も の と 大 差 の な いも の か ら ほ と ん ど 消 失 す る も の まで 見 られ る . 
裏面 は 内 地産 の も の と 同様 で ある . 

夏 型 @ : WR, 前 起 内 半 と 後 次 後半 に 濃 紫 色 の 大 斑 を 生じ , また 後 翔 外縁 に そっ て 白く ぉ ふち どら れ た 黒 紋 列 を 
あら わす . 一 見 し て 内 地産 冬 型 * の 楽 色 鱗 の 特に よく 発達 し た 個体 と 似 て いる . 徳之 島 お よび それ 以 南 の 各 島 産 
2 で は と の 柴 色 葉 の 色調 が は る か に 明か る く 淡 色 で , 輝き が 強い Fig. 42). な お , 極め て 稀 な が ら 内 地産 夏 型 e 
と 同様 に 欧 表 が 全く 黒褐色 無 紋 の も の が 混 じ て いる が , と れ は 大 島 以 外 か ら は 得 ら れ な い . 

春 型 る : 郊 表 外縁 は 幅広 く 灰 白色 , その 内 側 は 一 様 に 青白 色 で 紫色 を 帯び ひる と と が 少 い . 最 外縁 の 黒 帯 は ほ と 
ん ど 消 失 す る . 裏面 の 地 色 は 吐 灰 褐色 , 黒 紋 列 は 退化 する 傾向 が 強い . 

FUS : 翔 表 は 広く 濃 青 色 で 紫色 を 帯び な い . 前 次 外縁 は 幅広 く 黒 色 を 呈し , 後天 後 縁 に ヒ 黒 級 を 並べ る . BH 
は 8 と 同じ 傾向 に ある . 

27. Zizina otis riukinensis MATSUMURA 1929 シル ビア シジミ 

Yuwan, 10-VII-1958, 19 ; Nase, 4-VIII-1959, 2319. 

大 島 で は 個体 数 が 多く な い . 内 地産 より 一 層 小 型 で 地表 や 草 上 を 低く と び , 夏季 の 太陽 直下 で は すこ と ぶる 第 
活 で ある . 食 草 は ヤ ハ ズ ソ ウ . 色 尊 の 概要 は 次 の 通り . 

EAN : APE 10~12mm. 8 前 閉 表 外縁 は 細く 黒色 , 天頂 部 で これ が 拡がる た め 内 側 の 柴 藍 色 斑 の 形 は まる 
い . 色調 は 青 味 を 帯び て 明か る く , 絹糸 状 光沢 が ある . は 前 後 政 共 後半 が 広く 吐 青 色 . 裏面 は 暗 福 色 で 点 紋 列 
は 全く 不明 内 , わずか に 点 紋 を と り ま く 白 人 色 環 が 残っ て いる も の が 多く , 全く 褐色 無 紋 の も の も 少く な い . 

夏 型 : papi 8 一 10mm. WR, 8 は 前 次 外 縁 が 幅広 く 黒褐色 (その 幅 は か な り 変 異 が ある ), 前 縁 の 内 半 は 強 
< く 白化 する. は 地 色 黒 褐 人 色 で 前 凌 底 お よび 後 匹 内 半 に 青色 区 を あら わす . 裏面 地 色 は 淡 灰 褐色, 外縁 に そう 2 
紋 列 は 褐色 で , その 内 側 の 点 紋 列 は 黒褐色 , か つ 外 周 を 白く ふち どら れる . \ は こと の 点 紋 列 が や ゝ 大 きく , 互い 
に 結合 し て 乱れ る 傾向 が 強い . 

28. Celastrina puspa umenonis MATSUMURA 1931 ヤク シマ ルリ シジミ 

Yuwandake, 15-VIII-1957, 52899 ; Taken, 30-VII-1959, 19 ; Kawauchi, 16—-VIJI-1958, 13. 

iS RED EC Ts ORC, 特に 頂上 か ら 北 尾根 , 東 斜 面 等 の 樹林 地帯 に 多 産 す る が , その 他 の 地域 で 
は 極め て 少 い よう で ある . 大 島 産 の 本 種 は 裏面 の 斑紋 が る と も 大 きく 渡 色 で ある . 

* Arhopala bazalus turbata BUTLER 1881 ムラ サキ ツバ メ 

大 和 村 今里 より 3 月 に か な り 得 ら れ て お り , 明らか な 土着 種 で ある が , 他 の 地域 に は 極め て 少 い も の の ょ よう で 

ある . 筆者 は 未だ 1 頭 も 発見 し て いな い . 
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1960 年 度 よ り 会 費 を 年 400 円 と 致し ます 。 

会 費 を 300 円 と 決め た の は 昭和 30 年 の と と で あり まし た が , その 後 は 会 員 の 負担 を 増 さ きず に , 会 誌 の 充 
実 を 計る べく , 幹事 一 同 懸命 の 努力 を 重ね , 第 6 巻 の 34 頁 に 比 し , 第 10 巻 は 68 頁 と 倍加 する こと が で き 
まし た . し か し な が ら 近 年 は 印刷 費 も か な り 値上り し , 新 会 員 増 加 こ ょ る 会 費 の 増収 で は と て も その 補 
雷 は 困難 と な っ て お おり, さら に た 会誌 の 充実 を 計る た め に は 巳 む な く 上 記 の よう に 会 費 の 値 上 を 要する 状 
態 と な り ま し た . 幹事 一 同 今 化 も 一 層 会 の 発展 に 努力 する 覚悟 で あり ます が , 会 員 諸氏 に お か れ て も と 
の 事情 を 御 了 承 頂 き , 今後 と も 御 協力 を お 願い 申し 上 げ る 次 第 で あり ます . 
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